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密集市街地の被害
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研究者
立命館大学グローバルイノベーション機構 鈴木祥之教授

専攻分野：耐震工学、建築振動論、木構造学

1944　京都大学大学院工研究科博士課程修了。同大学防災研究所助手
1990　日本建築学会賞(論文賞)受賞
1995　阪神・淡路大震災を契機に木構造の研究に取り組む
1999　京都大学教授
2008　京都大学名誉教授。立命館大学グローバルイノベーション機構教授

　　　　　　　　
インタビュー実施日時：2008年7月18日
於：京都リーガルロイヤルホテル
聞き手：持留ヨハナエリザベート（職人がつくる木の家ネット）

耐震工学の最先端を歩んで来た。

今でこそ木造の耐震が専門であるかのように思われています
が、じつは私は最初から木造をやっていたわけではないんです
よ。まずは、そのあたりからお話しましょう。

1964年(昭和39年)に新潟地震がおきました。名古屋工業大学の
２回生の頃でしたが、地震被害を直に接して地震の力っておそ
ろしいなあ、ということを実感しまして、地震被害を最小限に
くいとめる研究をしようと、専門課程は耐震工学に進んだんで
す。京都大学大学院では、小堀鐸二先生の研究室でした。耐震
工学といっても、今やっている木造とはまったく別世界。

高層ビルなどが地震時にどのように揺れるか、また地震時の安
全性をどのように確保できるかという解析をしていました。信
頼性理論をもとに、建物の耐震安全性を確率論的に考えるとい
う手法で研究を進めていました。信頼性理論とは、あるシステ
ムがその性能を完遂できるかを、様々なばらつきを考慮して、
最終的に「確率」として求める考え方です。

日本の建築物に信頼性理論をあてはめて考えると、不確定要素
として重要なものは、台風、雪、そして地震動です。風荷重や
積雪荷重ならば、毎年のようにデータの蓄積がありますから、
基準化がしやすい。ところが、地震動はそう簡単にはいきませ
ん。なにしろ地震はしょっちゅう起きることではない上に、発
生する度ごとに伝播のしかたや周波数特性もちがう・・・不確
定要素の中でもばらつきが大きい。しかも、その地域の地盤に
どの断層がどのくらいの長さ入っていて、その断層が進展して
いくスピードはどれくらいで、というところまで知り尽くして
いないと、設計用の確率モデルをつくるところまでもってはい
けません。過去のデータを統計的に処理すればことは簡単にな
りますが、そうすると小さな地震のデータに引きずられてしま
って、大きな地震の時に役に立たない・・・。ほんとに悩まし
いんです。

そんな悩ましいテーマについて、建築物の複雑な復元力特性
（耐力と変形の関係）や破壊規範（壊れ方の法則）、地震入力
の不規則性を考慮した耐震信頼性解析法、その信頼性に基づく
耐震設計法、建築物の健全度を調べる構造ヘルスモニタリング
など解析的なアプローチで研究していました。コンピュータを
使った高度な手法で解析する先端的な手法・技術で、数式の世
界ですよ。

大地震にも適用できる「制震構造システム」にも取り組んでい
ました。研究を始めた頃は、「制振」という用語が使われ、ど
ちらかと言うと、地震よりも風の揺れを抑制するものでした。
その後、地震の揺れを抑制するようになったため、「制振」か
ら「制震」に変わりました。

ビルが地震力をもろに受けないようにするために、地震時にア
クティブに動くもの（制震装置）をわざとおいて、その応答に
よって地震入力を制御するという、当時最新の研究でした。現
在、日本の超高層ビルにはなんらかの制震システムが働いてお
り、いまや、制震構造システムは、高層、超高層建築物や都市
重要施設には不可欠な技術です。耐震信頼性解析法の研究は，
合理的な耐震信頼性設計法として将来的に実用化に繋がるもの
と期待されています。このようなアドバンステクノロジーを社
会に役立てたい！という理想を実現できているんだという充実
感もあったものです。

「建物が人を殺してしまった」ことに
大ショックを受けた阪神・淡路大震災。

その充実感を突き崩されるような想いをさせられたのが、阪神
大震災でした。6000人あまりの方が亡くなりましたが、その
大半は木造の建物の下敷きになって命を落とされたのです。梁
などに押しつぶされる「圧死」または、建物内部に閉じ込めら
れ、おちてくる土や埃を吸って、息ができなくなる「窒息死」
がほとんどです。

その頃、京都大学防災研究所に所属しておりました。専門分野
は建築ですので、建物と防災を２本柱として、研究テーマに取
り組んでいたのですが、それなのに、建物のためにたくさんの
方が亡くなられたということは、大変なショックでした。地震
で人が死ぬことのないようにという気持ちで耐震工学の専門家
になったはずなのに。「果たして自分のやってきたことが人を
助けたのか」と内心忸怩（じくじ）たるものがありました。

木造の耐震性の研究が遅れていたわけ。

戦後、木構造、特に耐震が大学や日本建築学会で主要なテーマ
となることは、少なくともつい最近までは、ほとんどありませ
んでした。木造の研究があるとすれば、耐力壁、枠組壁工法
（ツーバイフォー）、３階建てなどに関する研究ぐらい。ある
いは、ハウスメーカーなどによる自社の開発研究。まちの大工
さんが建ててきた在来構法の木造住宅や数多く残っている伝統
構法木造住宅などの構造や耐震性を研究する者はほとんどいま
せんでした。このような木造住宅の耐震性が研究されなかった
背景には、研究者だけでなく研究費も少なかったこととがあり
ます。

ところが、阪神・淡路大震災以後、木造住宅の耐震性や耐震補
強は重要かつ緊急課題となり、ようやく研究テーマとしてとり
あげられるようになりました。その後も2000年鳥取県西部地
震、2001年芸予地震、2003年宮城県北部の地震、2004年新潟
県中越地震、2007年能登半島地震など、大地震が相次いで起
こり、また東海、東南海、南海地震などの大地震の発生予想も
されるようになったため、多くの研究者が加わることとなり、
木造の研究はさらに活発になってきています。喜ばしいことで
す。

震災調査１：その日のうちに神戸入り
そこらじゅうが被害だらけ。

1995年１月17日午前５時46分、地震発生、私は大津の自宅に
いました。徹夜で仕事をしていて、もうそろそろ寝ようかと寝
床に入ろうとした瞬間、揺れが来ました。震度５ぐらいでした
が「これは非常に大きな地震でかなりの被害が生じるぞ」と肌
で感じましたね。テレビをつけると、京都や大阪の映像が流れ
ていました。早期の地震情報は、周辺情報が先に出てくるんで
すね。もっとも被害の大きなところはブラックボックスになっ
て、情報が届かないんです。テレビで映し出される被害情況を
見ても、揺れの感じからして「震源はもっと違うところだな」
と直感しました。

激甚地は神戸。午後からの大学院での講義「建築振動論」を終
えて、現地にでかけました。南の方は全線不通だったので、三
田から南下しました。まだ六甲山トンネルは一般車両も通るこ
とができ、その日のうちに神戸市内に入りました。泊まるとこ
ろもないので徹夜で、翌朝から夕方まで調査をしてみて、これ
は単独行動では手に負えないと実感し、夜から朝までかけて防
災研究所に戻り、建築学会近畿支部の各大学の先生に「合同で
調査しましょう」と呼びかけました。地震被害調査というの
は、被害に遭った建物を探して歩くのが普通なんですが、神戸
では被害だらけで、探す必要なんかなかったですね。「そこら
じゅうがやられている」、それが第一印象でした。

２階長屋建木造住宅の被害

震災調査２：木造被害建物の調査
戦後間もなくの木造が、特に被害大

１週間後の１月24日から26日、建築学会近畿支部に属する大
学を中心に110余名からなる合同調査隊が調査を行いました。
調査は木造、鉄骨、RCすべてのタイプの建物について、被害
地全域にわたったのですが、木造の被害が非常に大きいことが
明らかになったので、その後新たに木造を専門的に調査するチ
ームを編成し、より詳しい調査を行いました。

木造建物の被害形態は、建物種別によって異なっており、一階
部分の壁量が少ない店舗併用住宅、狭小間口の戸建住宅、文化
住宅・アパートのように間口方向に耐震壁がない建物など、構
造計画上問題のある建物が、やはり大きな被害を受けていまし
た。建設年代別にみると、老朽化した木造建物ほど被害が大き
いのですが、被害の要因としては、構造計画や平面計画の悪
さ、仕口・接合部の欠陥、施工法・施工技術の未熟、維持管理
の悪さなどに問題が有ることが指摘されました。戦後に形成さ
れた密集市街地と地震動の増幅地帯が重なったことにシロアリ
や腐朽菌による木部の劣化が加わり、被害を増大させたと言え
るでしょう。

震災調査３：被害の少ない建物の調査
しっかりとしていた伝統構法の建物。

地震後、状況が落ち着いた頃、被害調査ではなく「壊れてない
建物」の調査をしました。すると「木造だから弱い」のではな
い。しっかりつくられてきちんとメンテナンスされてきている
木造は、地震動の強いところにあっても被害が少ない、という
ことがだんだんに分かってきました。

しっかりしたつくりとは、戦前にきちんと建てられた、伝統構
法といわれる建物のことです。なぜしっかりしているのか。ど
こが違うのか。それを知るために、誰が建てたのかを追いかけ
ていきました。すると「壊れていない建物の流れ」が見えてき
たんです。

「この人のつくる建物はしっかりしている」と思える何人かの
棟梁さんが分かってきました。その棟梁に訊くと、上に親方が
いて、親方から棟梁へ、棟梁から若い衆へと「こういうつくり
方をするものだ」ということを伝えているんです。そうしたは
っきりした系譜の流れを汲む大工さんたちのつくる木造は、し
っかりしてるんですね。さらに詳しくヒアリングするために、
棟梁さんたちに建物に案内してもらって、しっかりしたつくり
とは何かということの説明をしていただきました。

そんな風に木造のつくり方、特に伝統構法に興味を持つように
なったのですが、この時点ではまだ、木造を自分の研究課題に
しようとまでは思っていませんでした。それまでにつくりあげ
てきた研究体系とはまったく別の分野でしたから。それまでや
っていたことを離れて自分が木造を研究することになるとまで
は、その頃は予想だにしていませんでした。
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木の家イベントカレンダー

最近の特集記事
2019年6月15日

やさしくて強い、
理想の家を求めて:
アイ設計研究室　
大前泰秀さん

2019年5月15日
磨き上げた職人技
で、木を生かす：
西岡建築一級建築
士事務所　西岡健
一さん

2019年4月20日
大工と左官の職人
プロジェクトチー
ム 総合建築植田 植
田俊彦さん 俊司さ
ん

2019年4月10日
本物の家づくり
を、自由に、楽し
んで：株式会社木
神楽　高橋一浩さ
ん

2019年1月5日
新春特集 2018年の
ベストショット集

2018年12月29日
板倉仮設住宅 移設
ものがたり part3　
大工の声＆今後の
課題編

2018年12月17日
板倉仮設住宅 移設
ものがたり part2　
実録編

2018年12月14日
板倉仮設住宅 移設
ものがたり part1　
概要編

2018年9月4日
番匠 剱持工務店 副
棟梁・剱持大輔さ
ん

2018年8月15日
鶴岡総会予告 その
１　散るより、生
き延びよ！

人気のある記事
伊勢神宮遷宮・御
杣始祭り：300年
の大木を伐る！
18件のビュー

家のお風呂　こう
やって作る、こう
やって保つ
15件のビュー

設計士・川端眞さ
ん（川端建築計
画）：小さな石場
建ての家
11件のビュー

工務店・西條正幸
さん(ビオプラス西
條デザイン)：北海
道で無垢の木の家
づくり

10件のビュー

大工・高橋俊和さ
ん(都幾川木建)：初
原の営みに魅せら
れて
8件のビュー

工務店・小田貴之
さん（オダ工務
店）：木の家づく
りのプロデューサ
ー

8件のビュー

大場江美さん(サス
ティナライフ森の
家)、日影良孝さん
(日影良孝建築アト
リエ)：手のひらに

太陽の家
7件のビュー

きらくなたてもの
やチーム：家づく
りを自分の手に！
7件のビュー

大工・村上幸成さ
ん(村上建築工房)：
チームで大きな木
の仕事がしたい！
7件のビュー

漆職人・小林広幸
さん(春野屋漆器工
房)：木の家づくり
にも関わる漆塗り
職人を訪ねて

5件のビュー

この記事のタグ

このまちなみを次世代に

建築基準法と伝統構法

日本文化と木の家

木の家の安全性を考える

顔の見える関係

同じタグがついた別の記事
2009年3月25日
「伝統木造のこれから」大橋好
光教授の展望は？

2016年1月14日
第15期 木の家ネット総会 高知
大会 ～会員発表篇～

2003年12月25日
土壁告示

2004年10月25日
NPO関善賑わい屋敷・曳家工
事：この家が動く！

2010年1月16日
新潟県中越地震被災地訪問レポ
ート

関連する記事はこちら
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速報！アンケートの全回
答とまとめ

「職人がつくる木の家」
づくりを未来につなげる
アンケート

第三回これ木連フォーラ
ム「伝統構法はこれから
どこへ向かうのか？」の
報告

「伝統木造のこれから」
大橋好光教授の展望は？

伝統木造設計法構築に向
けて、実物大実験！
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ポスト

ふってわいたような補正予算。
実際に建物を揺らす振動台を手に入れよう！

自分自身は専門を木造に変える気はまだなかった私ですが、若
い人たちには「木造の研究をやったらどうだ」と積極的に勧め
ました。これまで手つかずの分野を新しくはじめるには、研究
費も必要です。とはいえ、若い人では科研費をとってくるのが
むずかしい。「人にやれやれと言うばかりではいかんな」とい
うことで、自分から若い人たちに声かけをして「土壁研究会」
をおこし、京都の棟梁や左官職のみなさんと交流して学ぶ勉強
会を始めたんです。

この「土壁研究会」で始めた研究から、京都の土壁は建築基準
法に規定されている壁倍率よりもはるかに強いことがわかり、
土壁の壁倍率の見直しにつながりました。また乾式の荒壁パネ
ルの開発、金沢工業大学の浦先生による壁土の標準試験法の提
案など、多くの研究成果にも結びついています。

震災直後、ふってわいたような話があったんです。「文部省か
ら震災後の特別補正予算があり、震災関連の研究に予算をつけ
るから申請せよ」ということです。朝９時に、防災研究所の教
員が集められて概要説明があり、申請の締切は当日のお昼の12
時という、急な話でした。しかし、またとないチャンス！

それならば、実際に建物を揺らしてその応答をしらべることの
できる振動台を導入しよう。「強震応答実験装置」の申請書を
一気に書きあげ、京都大学本部、さらに文部省にまわって、見
事に採択されました。この装置は、京都大学防災研究所で今で
も活躍してます。普段から、それを実現できる予算はなくと
も、こういうことをやりたい、という構想は思い描いているこ
とは大切で、機会があれば直ぐにアイデアを出せるんですね。

伝統構法の建物を、揺らしてみたい！

短期間で振動台を製作するのに苦労をしましたが、振動台が完
成し、さあ実験をやろう！ということになりました。ところが
試験体をつくるお金がない。でも、よくしたもので、「振動台
で木造の実験をしてみたい」という申込みが企業からありまし
た。まだ木造の実大振動台実験は目新しかったので、在来工法
の木造軸組に筋かい、構造合板、土壁などの耐震要素を組み込
み、神戸の地震波などで揺らしてみて、地震時の揺れや壊れ方
を調べてみました。(この頃の記録は、こちらにあります)

実験から得られる木造軸組の耐震性能は、壁倍率に基づく壁量
計算による耐震性能とは必ずしも一致しないことが分かり、
「これは、ちゃんとした精緻な木造の解析や設計理論が必要だ
な」とつくづく思いましたね。

同じ木造でも、在来の軸組工法はハウスメーカーが主体となっ
て研究することもできなくはない。正当な検証がなされていな
いがゆえに、結果的に法律に違反したような立場におかれてい
る伝統構法の木造こそ、我々が主体的に研究すべきだという気
持ちが高まっていきました。阪神大震災後の調査でヒアリング
した、まちの大工棟梁たちが建て、震災にも耐え抜いた伝統構
法の建物が頭に浮かんでいました。そういう建物を揺らしてみ
たい、という目標が見えてきました。

京都大学防災研究所で活躍する「強震応答実験装置」。兵庫県南部地震で記録されたよ
うな強震動が作用したときの応答を精度よく再現することができる。写真では伝統構法
軸組試験体の上に、屋根荷重に替わるコンクリート板を載せている。

建築学会に伝統構法のための特別委員会を。

阪神大震災後の調査で、きちんと建てられた伝統構法の建物は
けっして地震に弱いものではないということが分かったもの
の、検証して裏付けをとっていかなければ、その正当性を主張
できない。このままでは地域の工法や木造文化を残したくて
も、最終的に「筋交いつけろ」「金物つけろ」ということで、
残せないことになってしまう。なんとかしなければ、という気
持ちが募りました。とはいえ、木造の中でも特に取り残されて
きた伝統構法の検証は、ひとりでやれることではありません。

そこで1999年(平成19年)、建築学会によびかけて学会の中に
「木構造と木造文化の再構築」特別研究委員会をつくりまし
た。木構造だけでなく、木造文化という言葉をもりこんだの
は、この研究を通して、地域の歴史と文化とともに、まちなみ
を形成してきた地域性豊かな伝統構法木造建物の保存・再生が
できたら、という想いからです。

※発足時の鈴木祥之先生の想いをまとめた文章を特別委員会
のサイトで読むことができます。

伝統構法には構造的に解明されていないことがたくさんあるん
です。仕口の問題。石場立てや礎石立ての足下のすべりや移動
の問題。水平構面と鉛直構面の相乗効果。委員会では、そうし
た構造力学的な問題と、木造を取り巻く社会的、法的な問題や
木材の生産から家つくりに至る問題を列挙して研究課題としま
した。

若い研究者も含め、さまざまな分野の方がたくさん集まってき
てくださりました。「WG1 木構造の構造力学的再構築」
「WG2 木造建築物の終局強度型構造設計指針」「WG3 山と町
をつなぐ木造建築ネットワーク」「WG4 安全・安心の木造住
宅」という４つのワーキンググループができました。

建物の地震時にふるまいを追うには、
壁量計算ではなく限界耐力計算が向いている。

現行基準法の仕様規定では、耐震性能は壁の量で評価されま
す。ところが、伝統構法とはもともと建物を「壁でもたせる」
ものではなく、「軸組でもたせる」もので、壁量計算にはなじ
まないのです。雑壁などの伝統的な要素も壁量としてカウント
できるようにしてなんとか壁量計算で済ませるようにしよう、
という考え方もありますが、それが本当に伝統構法らしい評価
といえるのでしょうか？

そもそも、壁量計算で十分な壁量を満たす建物でさえも、振動
台で揺らしてみると、耐震性能が必ずしも壁量と一致しないこ
とすら多いのです。逆に、開放的な伝統構法が、意外と強かっ
たりもする。こうした実験からも、壁量計算が建物の挙動の現
実と必ずしも合っていないことが分かります。建物は地震で
「動く」ものです。まっすぐ建ってる建物だけを見て耐震性能
がどう、ということはいえないんです。壁量計算では「本当の
耐力」は見えてこないんですね。

鉄骨造やRC造といった建築物は「終局強度型設計法」といっ
て、その建物が最終的にどのように変形をするかということを
シミュレーションした上で設計法が編み出されています。そこ
までしていないのは、木造だけです。木造は木造は規模も小さ
いから、方法論的に簡単だからと言って、「壁量さえ満たして
いればいい」と簡略化してしまって、よいのでしょうか？

もともと高層ビルの耐震をやってきた私としては、木造であっ
ても「応答解析」つまり、地震の入力に対して建物がどう動
き、どう終局を迎えるのかということをベースにしなければ、
耐震性を構造力学的に正しくとらえきることはできないと思う
のです。建物の挙動に合った形をトレースするには、壁量計算
よりも限界耐力計算の方が、建物の実態に迫ることができるん
です。限界耐力計算とは、ある建物がどのように変形していっ
て終局を迎えるのかというプロセスをとらえるものだからで
す。

建築基準法の性能規定化で
限界耐力計算で伝統構法を評価できるように。

折しも2000年（平成12年）から「性能規定」が建築基準法に
加えられました。それまでの建築基準法は「仕様規定」といっ
て、材料や構造、寸法などを具体的に規定してそれらの基準を
満たしていれば適法ということになっていました。それを「仕
様規定を満たしてはいなくても、構造的な安全性がきちんと証
明できれば、よいことにしよう」というのが、性能規定です。

性能規定は、設計の基本理念や最新技術を導入できるようにす
ることや、海外の工法や建材を日本でも使えるにしてほしいと
いう外圧からもうけられたものです。そして、この性能規定を
適用する計算方法として、それまでにも仕様規定を外す場合に
使われてきた「許容応力度等計算」に加えて、かの「限界耐力
計算」も用いてよい、ということになったのです。

建築基準法の仕様にない伝統構法に、やっとチャンスがめぐっ
て来ました。「建築基準法を守りながら建てる道がない」と地
元の工務店も設計士も嘆いている伝統構法。限界耐力計算がこ
の窮状を救う一本の道となるかもしれない！そんな光明が射し
てきたのです。

「伝統構法を活かす木造耐震設計マニュアル」
をまとめる。

なんとかこの光
明を、設計マニ
ュアルにまでま
とめあげようと
いうことで、そ
れまでに重ねて
来た静的・動的
実験データや耐
震性能評価法や
構造解析法の研

究を、2001年までは「木構造と木造文化の再構築」特別委員
会において、2002年からは近畿支部木造部会を設置して、2年
という駆け足で設計法へと集約・整理していく作業を進めまし
た。その成果を建築学会近畿支部木造部会及び日本建築構造技
術者協会関西支部木造部会から2003年(平成15年)7月に「伝統
構法を生かす木造耐震設計マニュアル～限界耐力計算による耐
震設計・耐震補強設計法」として出しました。一般向けには、
2004年(平成16年)3月に出版され、おかげさまで版を重ねてい
ます。

この設計マニュアルの目的は、伝統構法による住宅や社寺の耐
震要素をどういう軸組でつくったらいいかという指針を示すこ
とにあるのですが、結構ディテールが大事になってくるんです
よ。たとえば、大きく傾きはしても倒壊しないで踏みとどまり
人命を守る、という伝統構法のダイナミックな構造メカニズム
を担保しているのが、大工さんが刻んだ仕口という接合部の構
造ディテールだったりするんです。そこがいとも簡単に壊れる
ようでは、ダメ。うまくできている建物は、もつ。そこに分か
れ目がある。ですから、仕口のめりこみなどといった詳細に至
るまでの検討を重ねて、構造ディテールまできちっときめてい
けるような設計法にしたかったんです。

この設計マニュアルは、完璧にできたから世に出したというも
のでは決してありません。ぼくの立場からすると、ひとつの通
過点に過ぎません。本当はこの設計法をもっともっと詳細なと
ころまで詰めた形にもっていきたい。けれど、早く世に出さな
いと、伝統構法がやれなくなってしまうから、通過点であって
も出そう、ということで、あの時点で出したのです。たくさん
の人に勉強していただいていて、版も重ねることができました
ので、そのたびごとの改訂で新たに分かったことを盛り込んで
います。今後もより「使える」マニュアルとして充実させてい
きたいと思っています。

そして最終的には、地震動や木造の材料的なばらつきも含め
て、信頼性理論で解いていきたいなと思っています。そこまで
いくと、私が木造のことに関わる前に積み上げて来た研究とも
クロスしてくるはずです。
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木の家イベントカレンダー

最近の特集記事
2018年3月27日

伝統建築に携わる
すべての職人に光
を

2018年2月7日
「伝統建築工匠の
技：木造建造物を
受け継ぐための伝
統技術」 ユネスコ
無形文化遺産候補
選定のおしらせ

2018年1月2日
新春特別企画 2017
年のベストショッ
ト

2017年12月14日
第17期木の家ネッ
ト総会：倉敷大会 -
民家改修と曳家-

2017年10月14日
気候風土適応住宅
のチラシができま
した！

2017年9月4日
家のお風呂　こう
やって作る、こう
やって保つ

2017年8月8日
家にお風呂が入る
まで

2017年6月30日
気候風土適応住宅
のススメ

2017年6月3日
掛川総会３

2017年5月31日
掛川総会２

人気のある記事
伊勢神宮遷宮・御
杣始祭り：300年
の大木を伐る！
18件のビュー

家のお風呂　こう
やって作る、こう
やって保つ
15件のビュー

設計士・川端眞さ
ん（川端建築計
画）：小さな石場
建ての家
11件のビュー

工務店・西條正幸
さん(ビオプラス西
條デザイン)：北海
道で無垢の木の家
づくり

10件のビュー

工務店・小田貴之
さん（オダ工務
店）：木の家づく
りのプロデューサ
ー

8件のビュー

大工・高橋俊和さ
ん(都幾川木建)：初
原の営みに魅せら
れて
8件のビュー

きらくなたてもの
やチーム：家づく
りを自分の手に！
7件のビュー

大工・村上幸成さ
ん(村上建築工房)：
チームで大きな木
の仕事がしたい！
7件のビュー

大場江美さん(サス
ティナライフ森の
家)、日影良孝さん
(日影良孝建築アト
リエ)：手のひらに

太陽の家
7件のビュー

サツキとメイと私
の家 : 愛・地球博
レポート
5件のビュー

この記事のタグ

このまちなみを次世代に

建築基準法と伝統構法

日本文化と木の家

木の家の安全性を考える

顔の見える関係

同じタグがついた別の記事
2005年4月25日
新しい道理と古い道理？ 新潟
地震調査報告

2009年1月26日
伝統木造設計法構築に向けて、
実物大実験！

2010年1月16日
新潟県中越地震被災地訪問レポ
ート

2009年10月6日
第三回これ木連フォーラム「伝
統構法はこれからどこへ向かう
のか？」の報告

2009年12月25日
速報！アンケートの全回答とま
とめ

関連する記事はこちら
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速報！アンケートの全回
答とまとめ

「職人がつくる木の家」
づくりを未来につなげる
アンケート

第三回これ木連フォーラ
ム「伝統構法はこれから
どこへ向かうのか？」の
報告

「伝統木造のこれから」
大橋好光教授の展望は？

伝統木造設計法構築に向
けて、実物大実験！
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棟梁たちも実験を体験して、
建物を「動くもの」としてとらえるように。

「木造軸組建物の限界耐力計算による耐震設計マニュアル」を
まとめるまでにも、それ以降も、限界耐力計算を用いた伝統構
法の設計を考えるために数多くの実大実験をしてきました。実
験に使う試験体ひとつつくるにも、木の組み方、仕口のつくり
方など、土壁の塗り方など、大工棟梁のみなさんとのやりとり
の積み重ねでようやくできるものです。大工の荒木正亘棟梁、
西澤政男棟梁、望月昭棟梁、木村忠紀棟梁、左官の村上博親方
をはじめ多くの方からいろいろなことを教えていただきまし
た。

まさに「ともに実験をしてきた」大工棟梁のみなさんには、実
験に必ず立ち会って、見ていただきます。棟梁さんたちは、み
なさん「振動台実験をすると、仕口が分かる」と言ってくれま
す。いっしょに見て、意見を交わし合っている棟梁さんほど、
いろんなことを考えられています。実験を体験することで「動
くもの」として建物をとらえられるようになるんですね。図面
上、解析上だけでなく、現象を見ることが大事で、そこから
「四方差しだと断面欠損が大きいから高さをずらして」とか
「ここは雇いを入れておかんと」ということが経験知としてで
なく、必然としてでてくるんです。

見ることが大事と言いましたが、それだけではないですね。揺
れる時のめりこみの音、壊れる時の音、これを聴くことも大事
です。現場の大工さんたちにみんなに、五感全部を使って、体
験していただきたい。そのためにも、多くの実験を公開してき
ました。

複雑なものを簡単に済まそうとしたら、
本質には迫れない

「限界耐力計算による耐震設計」は難しすぎて…と現場のみな
さんによく言われます。たしかに、難しい要素がたくさんあり
ます。しかし、動きにあった建物の挙動を正確にとらえるに
は、さまざまな要素を総合しないと総体をとらえきれないので
あって、どうしても複雑になってしまうんです。それをいくら
「簡単にしてください」と言われても、簡単にしすぎればもの
ごとの本質がちがっていってしまうんです。だからそう簡単に
は「簡略化」はできないんです。

そもそも、日本各地にある木造文化は、その地域に独自なもの
なので、設計法としてある一律なものをつくってしまっては、
地域性を生かせなくなってしまいます。そう考えると、設計
法、計算法としてはフレキシブルなものが望ましい。フレキシ
ブルということは、ひとつひとつのものにあたって、その条件
に個別に対応するということですから、ある程度難しいという
ことでもあるんです。

「簡単がいい」という罠にはまってはいけません。「簡単にし
てくれ」ではみなさんが望んでいないはずの画一化に向かって
しまいます。「ぼくらはちゃんと考えてこういうふうにするか
ら、ある程度のフレキシブリティーを認めてよ」という主張を
するべきです。地域によって、大工の考え方によってちがう技
をどう生かしていくかということを本当に考えるのであれば。

限界耐力計算法の理論と現場との間を結ぶ。
ここが設計者のがんばりどころ！

伝統構法の耐震設計をするには、やさしいとはいえない限界耐
力計算を習得していただかなくては、と申し上げました。その
難しさをひとりひとりの大工さんに押し付けるわけにはいかな
いでしょうから、ここは設計者のみなさんにがんばっていただ
きたい。ある程度背伸びしてでも勉強して、この多少難しい限
界耐力計算に取り組んで、現場との橋渡しをしていただきたい
のです。理論の部分の解析はわれわれ研究者がやります。それ
を理解して実地に応用する部分は設計者が、理にかなった施工
をきっちりする部分は現場の大工さんたちががんばる。そんな
風に役割分担をして、協力しあいながら、安全性を確保した伝
統構法を未来につなげませんか。

伝統構法をやってきた設計者は、これまでは細かいところは大
工さんに「どういう風につくりますか？」と訊ねてきたかもし
れません。けれど、しっかりと限界耐力計算を身につけられた
ら「仕口はこうで、こんな寸法で」というところまで、設計者
の方から言えるようになるはずなんです。そこまでになってほ
しいのです。しかし、このような木造の構造ディテールの設計
法は、まだ確立されていない。この基礎的な部分の構築は、わ
れわれ研究者の役目で、現在、研究中です。

「耐震設計をする」とはどういうことかといいますと、まず、
どの程度までの地震で、どこまでの変形を許容するかというラ
インを決めることから始まります。このくらいの地震力の入力
が加えられた場合、こういう構造特性をもった建物は、これだ
け変形する。それが理解できれば、設定した限界ラインをクリ
アできるようにするには、こういう設計にしよう、ということ
がいえる。これが耐震設計です。

棟梁さんたちに「なぜそういう仕口をつくるのですか」と訊く
と、まず「親方からこう教わったから」という答がかえってき
ます。あるいは「こうすると、きれいに見えるから」「ぴしっ
とおさまるから」という答もあるでしょう。けれど、設計者と
しては、建物全体の揺れとしてここまでの変形を認めるのであ
れば、この部分にはこれくらいの力がかかるんだから、そこま
で耐えるには、仕口はこうしましょう、という話ができるはず
なんです。

デザインだけしているのでは、木造の設計者とはいえない。構
造ディテールにおよぶ筋道をきちんともっていてはじめて、設
計者の役割を果たしているといえるようになるのです。「これ
で大丈夫か」という問いに、きちんと自分で答を出せるように
ならないと。設計者と大工が、それぞれの能力を生かしながら
仕事するしくみをつくっていってほしいと思います。

基準法で要求されているのはミニマムな基準や書類上の話であ
って、設計者としては、もっとレベルアップしたことまで考え
なくてはいけません。特に200年住宅という考え方がでてきた
からには、設計においてもつくり方においても基準法ぎりぎり
ではなく「余裕をもって」対応できるよう、上をめざしてがん
ばってください。

「京町家の耐震補強と新しい京町家をつくる」

京町家の調査研究も進めています。町家再生に関する団体がた
くさんあり、そのいくつかの団体から誘われて少しずつはやっ
ていたんですが、京都市にも「ちゃんとした設計法、耐震補強
方法をしなければ京町家は残っていきませんよ」とはたらきか
けて京町家30棟の耐震調査を行い、京町家の耐震設計法や耐震
補強設計法を提案してきました。

それができあがる頃、文部科学省の大都市大震災軽減化特別プ
ロジェクトで、兵庫県三木市にあるE-ディフェンス（実大建物
を揺らすことのできる巨大な震動台装置を備えた実験施設）で
実大建物を実験する機会がありました。そこで、「京町家震動
台実験研究会」を組織して、移築と新築の京町家２棟を揺らす
実験をし、移築京町家では耐震補強設計法を、新築京町家では
耐震設計法を検証しました。

京町家の密集する地域全体の防災性を高めることを考え、京町
家に合った安価な耐震補強として「はしごフレーム」を提案
し、その効果を計ることも実験に折り込みました。これは、既
存の京町家に新たな耐力壁を付け加えるのは実際の住まい勝手
としてむずかしいので、壁によらず軸組を補強する方法です。
このように、建築基準法の仕様規定どおりのやりかたによら
ず、伝統的な建物に合ったやり方で耐震性をアップすることを
考えていくことができれば、町家の家並みや町家での暮らし方
を損なうことなく防災性を高めることができ、安心して住み続
けることができます。

耐力壁をもうけずに軸組を補強して耐震性をアップする「はしごフレーム」

耐震改修は既存の町家が対象ですが、実際にはこれから新しく
京町家をつくることもできなければ、片手落ちで、まちなみを
守ることはできません。もちろん、急ぐのは既存の建物の補強
ですが、修繕だけでなく新しくつくり続けていける力を養わな
いと、京都自体が景観を守り継いでいくポテンシャルが下がっ
てしまいます。新築もできることをめざそうという想いをこめ
て、報告書には「京町家の耐震補強と新しい京町家をつくる」
というタイトルをつけました。

なにしろ、町家の調査をしてみると、新しいものでも建築年代
が昭和ひとけたなんです。裏を返せば、それ以来京町家はつく
られていない、ということなんですよ。これからは、古くなっ
た京町家が解体されても、そのあとに再度、京町家がたてられ
ように、さらに景観を破壊しているビルをこわして、もういち
ど京町家をつくろう、ということまでできるような情況になっ
ていってほしいと思うんです。景観を再生する力を、取り戻し
たいですね。

伝統構法を未来につなげるために
現実に役立てるための学問。

やはり伝統構法のつくり方は合理的で、いいものだと思いま
す。阪神大震災が起きて、木造の被害が大きかったために木造
全般が悪いように言われ、在来工法でも伝統構法でもひとから
げに仕様規定が強化されていきました。いまの耐震診断や耐震
改修のやり方では、伝統構法のよさは損なわれてしまいます。
伝統構法のよさをそこなわない設計法を早急に編み出さない
と、伝統構法を未来に残せなくなってしまいます。

京町家振動台実験

京町家らしさを損なわない
形での耐震補強・耐震設計
を考えるために実験です。
移築・補強した京町家と、
新築の京町家との２棟を揺
らしました。

2005年10～11月＠兵庫県三木市E-ディフェンス
報告書 頒価3,990円(実験映像CD付)
注文は大龍堂書店 販売部へ

伝統構法木造建物振動台実験研究会

石場立ての柱脚のすべり、
屋根荷重や壁の偏芯の影響
など、伝統構法の未解明な
課題を構造力学的に明らか
にするための実験です。
2007年1～2月＠兵庫県三木

市E-ディフェンス
報告書 頒価3,990円(実験映像CD付)
注文は大龍堂書店 販売部へ

耐震工学の研究者でありながら、木造は専門でなかった私が、
今はこうして伝統構法を未来につなげるための仕事をしていま
す。それは、ずっと京都に居て、社寺や町家といった伝統構法
の木造建築が身近にあり、その魅力を知っていたからです。こ
のまま基準法上で伝統構法ができなくなっていくことを見過ご
すわけにはいきませんでした。

これまでの業績をなげうって木造に転向するのは、研究者とし
て大きなリスクでした。けれど、このままでは伝統建築がなく
なってしまうのならば、もうやるしかない、だったらやろう、
ということで、ここまできました。

社会的な応用ができるまでには、まだまだやるべきことがたく
さんあります。けれど、研究と実務との関係というものは「ぜ
んぶ分かってからしか、発表しません」では、間に合わないも
のです。ですから、あえて途中段階であっても、発表してきま
した。これからも練り上げていかなければならないことがたく
さんあります。そのために、実務者と研究者の連携も必要です
し、現場と理論の間を埋めることのできる設計者にも育っても
らわないとなりません。

「これならば大丈夫」そう胸を張って言える伝統構法の建物を
つくりましょう。そのためにそれぞれの役割を担いながら、協
力し合ってやっていきましょう。二度と建物の下敷きになって
命を落とされる方が出ないように。伝統構法の美しい建物を、
町並みを未来に残せるように。
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木の家イベントカレンダー

最近の特集記事
2016年12月23日

掛川総会

2016年8月2日
込み栓角ノミ 復
活！松井鉄工所訪
問記

2016年6月21日
熊本震災レポート
2

2016年6月9日
大工たちによる
「家戻し」の記録

2016年5月21日
熊本震災調査レポ
ート

2016年4月28日
古川 保の熊本市川
尻町 震災日誌

2016年3月31日
2/16 衆議院第二議
員会館 調査報告会
レポート

2016年1月27日
地域型住宅の省エ
ネルギーを探る ～
2016.1.17 京都フォ
ラム報告

2016年1月14日
第15期 木の家ネッ
ト総会 高知大会 ～
会員発表篇～

2015年11月13日
工務店・小田貴之
さん（オダ工務
店）：木の家づく
りのプロデューサ
ー

人気のある記事
伊勢神宮遷宮・御
杣始祭り：300年
の大木を伐る！
18件のビュー

家のお風呂　こう
やって作る、こう
やって保つ
15件のビュー

設計士・川端眞さ
ん（川端建築計
画）：小さな石場
建ての家
11件のビュー

工務店・西條正幸
さん(ビオプラス西
條デザイン)：北海
道で無垢の木の家
づくり

10件のビュー

大工・高橋俊和さ
ん(都幾川木建)：初
原の営みに魅せら
れて
8件のビュー

工務店・小田貴之
さん（オダ工務
店）：木の家づく
りのプロデューサ
ー

8件のビュー

大場江美さん(サス
ティナライフ森の
家)、日影良孝さん
(日影良孝建築アト
リエ)：手のひらに

太陽の家
7件のビュー

きらくなたてもの
やチーム：家づく
りを自分の手に！
7件のビュー

大工・村上幸成さ
ん(村上建築工房)：
チームで大きな木
の仕事がしたい！
7件のビュー

漆職人・小林広幸
さん(春野屋漆器工
房)：木の家づくり
にも関わる漆塗り
職人を訪ねて

5件のビュー

この記事のタグ

このまちなみを次世代に

建築基準法と伝統構法

日本文化と木の家

木の家の安全性を考える

顔の見える関係

同じタグがついた別の記事
2012年11月30日
第12期木の家ネット総会 栃木
大会

2007年4月1日
設計士・古川保さん(古川設計
室)：木の家づくりは仕組みづ
くり

2005年4月25日
新しい道理と古い道理？ 新潟
地震調査報告

2004年10月25日
NPO関善賑わい屋敷・曳家工
事：この家が動く！

2010年1月16日
新潟県中越地震被災地訪問レポ
ート

関連する記事はこちら
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速報！アンケートの全回
答とまとめ

「職人がつくる木の家」
づくりを未来につなげる
アンケート

第三回これ木連フォーラ
ム「伝統構法はこれから
どこへ向かうのか？」の
報告

「伝統木造のこれから」
大橋好光教授の展望は？

伝統木造設計法構築に向
けて、実物大実験！
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